
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 大阪医療福祉専門学校 
設置者名 学校法人 大阪滋慶学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験

のある教

員等によ

る授業科

目の授業

時数又は

単位数 

省令で定め

る授業時数

又は基準単

位数 

配

置

困

難 

医療専門課程 
理学療法士学科 

（昼間部 3年制） 

夜 ・

通信 
600 時間 240時間  

医療専門課程 
作業療法士学科 

（昼間部 3年制 

夜 ・

通信 
555 時間 240時間  

医療専門課程 
視能訓練士学科 

（昼間部 3年制） 

夜 ・

通信 
480 時間 240時間  

教育・社会福

祉専門課程 

 

診療情報管理士学科 

（診療情報管理士コース） 

夜 ・

通信 
555 時間 240時間  

診療情報管理士学科 

（医療情報技師コース） 

夜 ・

通信 
555 時間    240時間  

診療情報管理士学科 

（視能訓練士学科昼間部

1年制内部進学コース） 

夜 ・

通信 
555 時間 240時間  

医療専門課程 
理学療法士学科 

（夜間部 4年制） 

夜 ・

通信 
420 時間 180時間  

医療専門課程 
作業療法士学科 

（夜間部 4年制） 

夜 ・

通信 
465 時間 180時間  

（備考） 

 

 

 

 

 



  

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
理学療法士学科昼間部 

https://www.ocmw.ac.jp/_common/img/gakkou/johokoukai/syllabus/rigaku/hiru/hiru

mabu01.pdf 

作業療法士学科昼間部 

https://www.ocmw.ac.jp/_common/img/gakkou/johokoukai/syllabus/sagyo/hiru/jitum

u.pdf 

視能訓練士学科 1年制 

https://www.ocmw.ac.jp/_common/img/gakkou/johokoukai/syllabus/shinou1/PDF01.pd

f 

視能訓練士学科 3年制 

https://www.ocmw.ac.jp/_common/img/gakkou/johokoukai/syllabus/shinou3/PDF01.pd

f 

診療穂情報管理士 

https://www.ocmw.ac.jp/_common/img/gakkou/johokoukai/syllabus/him/jitumu01.pdf 

専攻科 

https://www.ocmw.ac.jp/_common/img/gakkou/johokoukai/syllabus/sennkou/PDF01.pd

f 

理学療法士学科夜間部 

https://www.ocmw.ac.jp/_common/img/gakkou/johokoukai/syllabus/rigaku/yakann/ya

kannbu01.pdf 

作業療法士学科夜間部 

https://www.ocmw.ac.jp/_common/img/gakkou/johokoukai/syllabus/sagyo/yakann/jit

umu.pdf 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 
学科名 該当学科なし 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 大阪医療福祉専門学校 
設置者名 学校法人 大阪滋慶学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
http://osaka.jikeigroup.net/pc/zaimu/2020/2020yakuin.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 

㈱日本販売企画  代表

取締役 

 

2018.6.1 ～

2021.5.31 
適切な情報収集 

非常勤 
学校法人埼玉福祉学園 

理事長 

2019.5.27～

2021.5.26 
経営分析 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 大阪医療福祉専門学校 

設置者名 学校法人 大阪滋慶学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

① 滋慶学園のミッションとビジョンに従い滋慶学園の 3 つのポリシー＃１

が策定され、そのポリシーを踏まえ大阪医療福祉専門学校の 3つのポリ

シー＃２を策定した。そこから更に各学科の 3つのポリシー＃３を策定し、

そのディプロマポリシーを達成すべく策定されたカリキュラムポリシ

ーに従い教科課程＃４を作成している。授業計画（シラバス）＃５には、科

目毎に成績評価方法と基準の記入欄を設け、明記している。試験規程（成

績評価基準）＃６は、学生便覧に記載し GPA単位認定基準についても明記

している。 

② 授業計画書の作成時期は、11月に講師会議の中で作成方法・留意点を説

明し、1 月下旬までに作成・提出。それを厳正に確認をし、3 月中旬に

ホームページ上で公表、閲覧できるようにしている。 
 

授業計画書の公表方法 

#1:https://www.ocmw.ac.jp/_common/img/gakkou/

johokoukai/46_misson.pdf 

#2:https://www.ocmw.ac.jp/_common/img/gakkou/

johokoukai/4 

8_schoolporicy.pdf 

#3:https://www.ocmw.ac.jp/_common/img/gakkou/

johokoukai/5 

1_3poricy.pdf 

#4: https://www.ocmw.ac.jp/gakkou/johokoukai/ 

#5: https://www.ocmw.ac.jp/gakkou/johokoukai/ 

#6:https://www.ocmw.ac.jp/_common/img/gakkou/

johokoukai/5 

6_evaluation.pdf 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 



  

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

（各授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

学習意欲に関しては、すぐに学修成果につながるものではないが授業アン

ケートを下記内容にて実施することにより、学生に意識化させている。 

質問 1 総合的に見てあなたはこの授業に満足していますか 

この授業でのあなたの学習への意欲や態度について 

学習行動に関するもの 

質問 2 シラバスをよく読んで授業にのぞみましたか 

質問 3 この授業でどの程度の成績を目標に履修しましたか 

質問 4 教員に指示された課題に意欲的に取り組みましたか 

質問 5 教員に指示された課題について、授業時間以外に週平均的学習時間

はどれくらいでしたか 

質問 6 授業を受けたことで触発され、関連する事項について調べたり、考

えたり、勉強したりすることを頻繁にしましたか 

質問７ 他の学生との協働作業やディスカッション等に積極的に取り組み

ましたか 

質問８ この授業を通して、あなた自身の行動や態度は変化したと思いまし

たか 

試験やレポートに関しては、前述の試験規程#6に則り厳格かつ適正に評価

している。卒業論文に関しては、学科毎に実施形態が異なっており、個別

で実施する学科もあれば、複数名で実施することも多い。各学科で学内発

表を行い、学生や参加教員によるルーブリック評価にて優秀演題を選出し、

学校全体の卒業研究発表会を実施している。ここでも外部の審査員による

評価を実施し優秀演題から更に表彰演題を決定している。 

最終的には、前期判定会議･後期判定会議･卒業判定会議を通して履修の認

定を行っている。 

３、成績評価において、ＧＰＡなどの客観的な指標を設定し、公表すると

ともに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 

（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

成績評価において、学則＃７第 3章第 10条ならびに試験規程（成績評価基

準）＃６により客観的な指標を示している。成績の分布状況に関しては、5

段階評価の評語を 4から 0までの点数に置き換える。置き換えた点数を GP

とし、履修した科目の単位数を掛け合わせた総和（GPT)を履修科目の各単

位数の合計で割り分布状況を把握している。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

成績評価において、学則＃７第 3章第 10条ならびに試験規程（成績評価基

準）＃６により客観的な指標を示している。成績の分布状況に関しては、5

段階評価の評語を 4から 0までの点数に置き換える。置き換えた点数を GP

とし、履修した科目の単位数を掛け合わせた総和（GPT)を履修科目の各単

位数の合計で割り分布状況を把握している。 
 



  

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://www.ocmw.ac.jp/_common/img/gakkou/joh

okoukai/55_rules.pdf 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

学則＃７第 3 章第 10 条及び学科細則＃８によって認定方針を定め公表してい

る。 

学則＃７ならびに学科細則＃８に定められた基準に到達しているかに関して、

卒業判定会議（学校長・事務局次長・運営教務部長・学術教務部長・教務課

長・学科長出席）を開き、判定している。卒業判定会議は、議事録を作成し

保管しており、いつでも公表できる状態である。 
 

 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://www.ocmw.ac.jp/gakkou/johokoukai/ 

 

  



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 

学校名 大阪医療福祉専門学校 

設置者名 学校法人 大阪滋慶学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 
貸借対照表 http://osaka.jikeigroup.net/pc/zaimu/2019/04taisyaku.html 
収支計算書

又は損益計

算書 

http://osaka.jikeigroup.net/pc/zaimu/2019/01shikin.html 

http://osaka.jikeigroup.net/pc/zaimu/2019/03jigyou.html 

財産目録 http://osaka.jikeigroup.net/pc/zaimu/2019/05zaisan.html 
事業報告書 http://osaka.jikeigroup.net/pc/zaimu/2019/img/2019jigyouhoukoku.pdf 
監事による

監 査 報 告

（書） 
http://osaka.jikeigroup.net/pc/zaimu/2019/06kansa.html 

 

 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 専門課程 
理学療法士学科 

（昼間部 3年制） 
○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３年 

 

昼 

 

3360 

単位時間 

570 

時間 

1910 

時間 

880 

時間 時間 時間 

3130単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

120人 125人 0人 6人 21人 27人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

【様式第２号の３より再掲】 

教科課程(理学療法士学科)＃9により、3年間の授業計画を示し、授業計画（シラバス）
＃５により年度毎の詳細な授業方法や内容を示している。 

#9:https://www.ocmw.ac.jp/_common/img/gakkou/johokoukai/12_rikagakuku_katei

.pdf 

成績評価の基準・方法 

【様式第２号の３より再掲】 

試験規程（成績評価基準）＃６は、学生便覧に記載し GPA単位認定基準（1単位 15時

間）についても明記している。各科目においては、授業計画（シラバス）＃５により成

績評価の方法についても示している。 

 

 

 



  

卒業・進級の認定基準 

【様式第２号の３より再掲】 

学則＃７第 3章第 10条及び学科細則＃８によって認定方針を定め公表している。 

学則＃７ならびに学科細則＃８に定められた基準に到達しているかに関して、卒業判定

会議及び進級判定会議（学校長・事務局次長・運営教務部長・学術教務部長・教務課

長・学科長出席）を開き、判定している。両会議ともに、議事録を作成し保管してお

り、いつでも公表できる状態である。 

学修支援等 

入学前には、プレカレッジを学校全体で 2回、学科で３回実施している。通信添削課

題として学習トレーニングシート(一般教養)を実施している。 

入学後は、ポートフォリオとして週間行動計画書の提出により、食事・睡眠・勉強時

間・アルバイト時間等を共有し生活習慣の安定と自己学習時間の確保につながるよう

に支援している。 

特に解剖学・運動学・生理学に関しては、重要な基礎科目であるため、担任により習

得のサポート授業や補講などの対策を実施している。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 42 人 

（100％） 

0人 

（  0％） 

41人 

（  97.6％） 

1人 

（  2.4％） 

（主な就職、業界等） 

リハビリテーション病院、総合病院、一般病院、クリニック、老人保健施設 

（就職指導内容） 

就職虎の巻 

https://www.ocmw.ac.jp/_common/img/gakkou/johokoukai/62_jobhunting.pdf を作成

し、SPI試験の対策や、模擬面接、履歴書の記載指導、マナー研修、メイク研修を実施し

ている。 

1 年生から就職フェア(大阪城ホールで３００施設以上参加の説明会)に参加し、施設の

方々から生の情報収集などを行う。事前にジョブカードを用い施設の下調べをした上で

質問項目をリストアップしておく。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

理学療法士(国家資格) 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

129人 5人  3.9％ 

（中途退学の主な理由） 

学業不振・進路変更・心身の不調 



  

（中退防止・中退者支援のための取組） 

ポートフォリオとして週間行動計画書の提出により、食事・睡眠・勉強時間・アルバ

イト時間等を共有し生活習慣の安定と自己学習時間の確保につながるように支援し

ている。この状況を把握することで、早期に担任が変化に気付き中途退学にならない

ように支援を行う。 
 
 
 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 専門課程 
作業療法士学科 

（昼間部 3年制） 
○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3年 

 

昼 

 

3390 

単位時間 

1020 

時間 

840 

時間 

1530 

時間 時間 時間 

3570単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

120人 131人 0人 7人 17人 24人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

【様式第２号の３より再掲】 

教科課程(作業療法士学科)＃10により、3年間の授業計画を示し、授業計画（シラバス）
＃５により年度毎の詳細な授業方法や内容を示している。 

#10: https://www.ocmw.ac.jp/_common/img/gakkou/johokoukai/13_sagyou_katei.pdf 

成績評価の基準・方法 

【様式第２号の３より再掲】 

試験規程（成績評価基準）＃６は、学生便覧に記載し GPA単位認定基準（1単位 15時

間）についても明記している。各科目においては、授業計画（シラバス）＃５により成

績評価の方法についても示している。 

卒業・進級の認定基準 

【様式第２号の３より再掲】 

学則＃７第 3章第 10条及び学科細則＃８によって認定方針を定め公表している。 

学則＃７ならびに学科細則＃８に定められた基準に到達しているかに関して、卒業判定

会議及び進級判定会議（学校長・事務局次長・運営教務部長・学術教務部長・教務課

長・学科長出席）を開き、判定している。両会議ともに、議事録を作成し保管してお

り、いつでも公表できる状態である。 

学修支援等 

入学前には、プレカレッジを学校全体で 2回、学科で 4回実施している。通信添削課

題として学習トレーニングシート(数学教養)を実施している。 

入学後は、ポートフォリオとして週間行動計画書の提出により、食事・睡眠・勉強時

間・アルバイト時間等を共有し生活習慣の安定と自己学習時間の確保につながるよう

に支援している。 

寺子屋方式により、どの科目であってもかまわないので専任教員が質問を受ける環境

を作っている。 

 

 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 36 人 

（100％） 

0人 

（  0％） 

34人 

（  94.4％） 

2人 

（  6.3％） 

（主な就職、業界等） 

リハビリテーション病院、総合病院、一般病院 

（就職指導内容） 

就職虎の巻 

https://www.ocmw.ac.jp/_common/img/gakkou/johokoukai/62_jobhunting.pdf を作成

し、SPI試験の対策や、模擬面接、履歴書の記載指導、マナー研修、メイク研修を実施し

ている。 

1 年生から就職フェア(大阪城ホールで３００施設以上参加の説明会)に参加し、施設の

方々から生の情報収集などを行う。事前にジョブカードを用い施設の下調べをした上で

質問項目をリストアップしておく。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

作業療法士(国家資格)・福祉住環境コーディネーター2級 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  126人 3人  2.4％ 

（中途退学の主な理由） 

学業不振・学校生活不適合・進路変更・心身の不調 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

ポートフォリオとして週間行動計画書の提出により、食事・睡眠・勉強時間・アルバ

イト時間等を共有し生活習慣の安定と自己学習時間の確保につながるように支援し

ている。この状況をゼミの担当教員が把握することで、クラス担任と双方からサポー

トでき、早期に変化に気付くことで中途退学にならないように支援を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 専門課程 
視能訓練士学科 

（昼間部 3年制） 
○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3年 

 

昼 

 

3090 

単位時間 

1200 

時間 

930  

時間 

960  

時間 時間 時間 

2895単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

105人 116人 0人 6人 18人 24人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

【様式第２号の３より再掲】 

教科課程(視能訓練士学科 昼間部 3年制)＃12により、3年間の授業計画を示し、授業

計画（シラバス）＃５により詳細な授業方法や内容を示している。 

 

#12:https://www.ocmw.ac.jp/_common/img/gakkou/johokoukai/14_shinou3_katei.p

df 

成績評価の基準・方法 

【様式第２号の３より再掲】 

試験規程（成績評価基準）＃６は、学生便覧に記載し GPA単位認定基準（1単位 15時

間）についても明記している。各科目においては、授業計画（シラバス）＃５により成

績評価の方法についても示している。 

卒業・進級の認定基準 

【様式第２号の３より再掲】 

学則＃７第 3章第 10条及び学科細則＃８によって認定方針を定め公表している。 

学則＃７ならびに学科細則＃８に定められた基準に到達しているかに関して、卒業判定

会議及び進級判定会議（学校長・事務局次長・運営教務部長・学術教務部長・教務課

長・学科長出席）を開き、判定している。両会議ともに、議事録を作成し保管してお

り、いつでも公表できる状態である。 

学修支援等 

入学前には、プレカレッジを学校全体で 2回、学科で 4回実施している。通信添削課

題として学習トレーニングシート(一般教養・漢字・数学Ⅰ)を実施している。 

入学後は、ポートフォリオとして週間行動計画書の提出により、食事・睡眠・勉強時

間・アルバイト時間等を共有し生活習慣の安定と自己学習時間の確保につながるよう

に支援している。 

各授業で行われている小テストのまとめ試験を実施 8 割取れるまで再試験を行って

いる。1年次からマイノートという国家試験対策につながるノートをまとめさせてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 32 人 

（100％） 

0人 

（  0％） 

32人 

（  100％） 

0人 

（  0％） 

（主な就職、業界等） 

総合病院、眼科専門病院、クリニック 

（就職指導内容） 

就職虎の巻 

https://www.ocmw.ac.jp/_common/img/gakkou/johokoukai/62_jobhunting.pdf を作成

し、SPI試験の対策や、模擬面接、履歴書の記載指導、マナー研修、メイク研修を実施し

ている。 

1 年生から就職フェア(大阪城ホールで３００施設以上参加の説明会)に参加し、施設の

方々から生の情報収集などを行う。事前にジョブカードを用い施設の下調べをした上で

質問項目をリストアップしておく。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

視能訓練士(国家資格) 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  114人 4人  3.6％ 

（中途退学の主な理由） 

学業不振・学校生活不適合・進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

ポートフォリオとして週間行動計画書の提出により、食事・睡眠・勉強時間・アルバ

イトの時間等を共有し生活習慣の安定と自己学習時間の確保につながるように支援

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

教育・社会福

祉 
専門課程 診療情報管理士学科 

（診療情報管理士コース） 
○  

修業 

年限 昼夜 
全課程の修了に必要な

総授業時数又は総単位

数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３年 

 

昼 

 

2730 

単位時間 

1050時

間 

1500時

間 

180 

時間 時間 時間 

2730単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

40人 15人 1人 3人(※１) 12人(※2) 

  

15人(※3) 

 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

【様式第２号の３より再掲】 

教科課程(診療情報管理士学科 昼間部 3年制)＃14により、3年間の授業計画を示し、

授業計画（シラバス）＃５により詳細な授業方法や内容を示している。 

#14: https://www.ocmw.ac.jp/_common/img/gakkou/johokoukai/17_shinryou_kate

i.pdf 

成績評価の基準・方法 

【様式第２号の３より再掲】 

試験規程（成績評価基準）＃６は、学生便覧に記載し GPA 単位認定基準(1 単位 15 時

間)についても明記している。各科目においては、授業計画（シラバス）＃５により成績

評価の方法についても示している。 

卒業・進級の認定基準 

【様式第２号の３より再掲】 

学則＃７第 3章第 10条及び学科細則＃８によって認定方針を定め公表している。 

学則＃７ならびに学科細則＃８に定められた基準に到達しているかに関して、卒業判定

会議及び進級判定会議（学校長・事務局次長・運営教務部長・学術教務部長・教務課

長・学科長出席）を開き、判定している。両会議ともに、議事録を作成し保管してお

り、いつでも公表できる状態である。 

 

学修支援等 

入学前には、プレカレッジを学校全体で 2回、学科で 4回実施している。通信添削課

題として学習トレーニングシート(一般教養・漢字・時事ワーク・生物 A)を実施して

いる。 

入学後は、ポートフォリオとして週間行動計画書の提出により、食事・睡眠・勉強時

間・アルバイト時間等を共有し生活習慣の安定と自己学習時間の確保につながるよう

に支援している。 

 

 

 

 

 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 6 人 

（100％） 

0人 

（ 0％） 

6人 

（  100％） 

0人 

（  0％） 

（主な就職、業界等） 

総合病院、一般病院、薬局 

（就職指導内容） 

就職虎の巻 

https://www.ocmw.ac.jp/_common/img/gakkou/johokoukai/62_jobhunting.pdf を作成

し、SPI試験の対策や、模擬面接、履歴書の記載指導、マナー研修、メイク研修を実施し

ている。 

1 年生から就職フェア(大阪城ホールで３００施設以上参加の説明会)に参加し、施設の

方々から生の情報収集などを行う。事前にジョブカードを用い施設の下調べをした上で

質問項目をリストアップしておく。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

診療情報管理士・診療報酬請求事務能力認定試験・医療秘書技能検定・語彙読解力検定 

（備考） 

 

 
中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  19人 4 人  21.1％ 

（中途退学の主な理由） 

学業不振・進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

ポートフォリオとして週間行動計画書の提出により、食事・睡眠・勉強時間・アルバ

イトの時間等を共有し生活習慣の安定と自己学習時間の確保につながるように支援

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

教育・社会福

祉 
専門課程 

診療情報管理士学科 
（医療情報技師コース） 

○  

修業 

年限 昼夜 
全課程の修了に必要な

総授業時数又は総単位

数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3年 

 

昼 

 

2730 

単位時間 

1050

時間 

1500

時間 

180 

時間 時間 時間 

2790単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

40人 12人 0人 ※1の内数 ※2の内数 ※3の内数 

 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

【様式第２号の３より再掲】 

教科課程(診療情報管理士学科 昼間部 3年制)＃14により、3年間の授業計画を示し、

授業計画（シラバス）＃５により詳細な授業方法や内容を示している。 

#14: https://www.ocmw.ac.jp/_common/img/gakkou/johokoukai/17_shinryou_kate

i.pdf 

成績評価の基準・方法 

【様式第２号の３より再掲】 

試験規程（成績評価基準）＃６は、学生便覧に記載し GPA 単位認定基準(1 単位 15 時

間)についても明記している。各科目においては、授業計画（シラバス）＃５により成績

評価の方法についても示している。 

卒業・進級の認定基準 

【様式第２号の３より再掲】 

学則＃７第 3章第 10条及び学科細則＃８によって認定方針を定め公表している。 

学則＃７ならびに学科細則＃８に定められた基準に到達しているかに関して、卒業判定

会議及び進級判定会議（学校長・事務局次長・運営教務部長・学術教務部長・教務課

長・学科長出席）を開き、判定している。両会議ともに、議事録を作成し保管してお

り、いつでも公表できる状態である。 

 

学修支援等 

入学前には、プレカレッジを学校全体で 2回、学科で 4回実施している。通信添削課

題として学習トレーニングシート(一般教養・漢字・時事ワーク・生物 A)を実施して

いる。 

入学後は、ポートフォリオとして週間行動計画書の提出により、食事・睡眠・勉強時

間・アルバイト時間等を共有し生活習慣の安定と自己学習時間の確保につながるよう

に支援している。 

 

 

 

 

 

 

 



  

 
卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 0 人 

（100％） 

0人 

（  ％） 

0人 

（  ％） 

0人 

（  ％） 

（主な就職、業界等） 

総合病院、一般病院、薬局 

（就職指導内容） 

就職虎の巻 

https://www.ocmw.ac.jp/_common/img/gakkou/johokoukai/62_jobhunting.pdf を作成

し、SPI試験の対策や、模擬面接、履歴書の記載指導、マナー研修、メイク研修を実施し

ている。 

1 年生から就職フェア(大阪城ホールで３００施設以上参加の説明会)に参加し、施設の

方々から生の情報収集などを行う。事前にジョブカードを用い施設の下調べをした上で

質問項目をリストアップしておく。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

診療情報管理士・診療報酬請求事務能力認定試験・医療秘書技能検定・語彙読解力検定 

（備考）現 3年生が本コースの一期生となるため、昨年度卒業生は無しです。今年度は、

12名卒業予定で全員、専攻科に進学予定です。 

 

 
中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 12 人 2 人  16.7％ 

（中途退学の主な理由） 

学業不振・進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

ポートフォリオとして週間行動計画書の提出により、食事・睡眠・勉強時間・アルバ

イトの時間等を共有し生活習慣の安定と自己学習時間の確保につながるように支援

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

教育・社会福

祉 
専門課程 

診療情報管理士学科 
(視能訓練士学科 1年制 

内部進学コース) 
○  

修業 

年限 昼夜 
全課程の修了に必要な

総授業時数又は総単位

数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3年 

 

昼 

 

2730 

単位時間 

1050

時間 

1500

時間 

180 

時間 時間 時間 

2790単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

40人 35人 0人 ※1の内数 ※2の内数 ※3の内数 

 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

【様式第２号の３より再掲】 

教科課程(診療情報管理士学科 昼間部 3年制)＃14により、3年間の授業計画を示し、

授業計画（シラバス）＃５により詳細な授業方法や内容を示している。 

#14: https://www.ocmw.ac.jp/_common/img/gakkou/johokoukai/17_shinryou_kate

i.pdf 

成績評価の基準・方法 

【様式第２号の３より再掲】 

試験規程（成績評価基準）＃６は、学生便覧に記載し GPA 単位認定基準(1 単位 15 時

間)についても明記している。各科目においては、授業計画（シラバス）＃５により成績

評価の方法についても示している。 

卒業・進級の認定基準 

【様式第２号の３より再掲】 

学則＃７第 3章第 10条及び学科細則＃８によって認定方針を定め公表している。 

学則＃７ならびに学科細則＃８に定められた基準に到達しているかに関して、卒業判定

会議及び進級判定会議（学校長・事務局次長・運営教務部長・学術教務部長・教務課

長・学科長出席）を開き、判定している。両会議ともに、議事録を作成し保管してお

り、いつでも公表できる状態である。 

学修支援等 

入学前には、プレカレッジを学校全体で 2回、学科で 4回実施している。通信添削課

題として学習トレーニングシート(一般教養・漢字・時事ワーク・生物 A)を実施して

いる。 

入学後は、ポートフォリオとして週間行動計画書の提出により、食事・睡眠・勉強時

間・アルバイト時間等を共有し生活習慣の安定と自己学習時間の確保につながるよう

に支援している。 

 
卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 13 人 

（100％） 

13人 

（  ％） 

0人 

（  ％） 

0人 

（  ％） 



  

（主な就職、業界等） 

総合病院、一般病院、薬局 

（就職指導内容） 

就職虎の巻 

https://www.ocmw.ac.jp/_common/img/gakkou/johokoukai/62_jobhunting.pdf を作成

し、SPI試験の対策や、模擬面接、履歴書の記載指導、マナー研修、メイク研修を実施し

ている。 

1 年生から就職フェア(大阪城ホールで３００施設以上参加の説明会)に参加し、施設の

方々から生の情報収集などを行う。事前にジョブカードを用い施設の下調べをした上で

質問項目をリストアップしておく。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

診療情報管理士・診療報酬請求事務能力認定試験・医療秘書技能検定・語彙読解力検定 

（備考）3年間修業し卒業。視能訓練士学科昼間部 1年制へ全員進学予定。 

 

 
中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  35人 0 人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

学業不振・進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

ポートフォリオとして週間行動計画書の提出により、食事・睡眠・勉強時間・アルバ

イトの時間等を共有し生活習慣の安定と自己学習時間の確保につながるように支援

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 専門課程 
理学療法士学科 

（夜間部 4年制） 
○  

修業 

年限 昼夜 
全課程の修了に必要な

総授業時数又は総単位

数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

４年 

 

夜 

 

3060 

単位時間 

 570

時間 

1610

時間 

 880

時間 時間 時間 

3130単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

160人 173人 人 6人 16人 22人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

【様式第２号の３より再掲】 

教科課程(理学療法士学科)＃9により、４年間の授業計画を示し、授業計画（シラバス）
＃５により年度毎の詳細な授業方法や内容を示している。 

 

#9: https://www.ocmw.ac.jp/_common/img/gakkou/johokoukai/77_rikagakuku_kate

i_night.pdf 

成績評価の基準・方法 

【様式第２号の３より再掲】 

試験規程（成績評価基準）＃６は、学生便覧に記載し GPA単位認定基準（1単位 15時

間）についても明記している。各科目においては、授業計画（シラバス）＃５により成

績評価の方法についても示している。 

卒業・進級の認定基準 

【様式第２号の３より再掲】 

学則＃７第 3章第 10条及び学科細則＃８によって認定方針を定め公表している。 

学則＃７ならびに学科細則＃８に定められた基準に到達しているかに関して、卒業判定

会議及び進級判定会議（学校長・事務局次長・運営教務部長・学術教務部長・教務課

長・学科長出席）を開き、判定している。両会議ともに、議事録を作成し保管してお

り、いつでも公表できる状態である。 

学修支援等 

入学前には、プレカレッジを学校全体で 2回、学科で３回実施している。通信添削課

題として学習トレーニングシート(一般教養)を実施している。 

入学後は、ポートフォリオとして週間行動計画書の提出により、食事・睡眠・勉強時

間・アルバイト時間等を共有し生活習慣の安定と自己学習時間の確保につながるよう

に支援している。 

特に解剖学・運動学・生理学に関しては、重要な基礎科目であるため、担任により習

得のサポート授業や補講などの対策を実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 34 人 

（100％） 

人 

（  ％） 

31人 

（  91.2％） 

3人 

（  8.8％） 

（主な就職、業界等） 

リハビリテーション病院、総合病院、一般病院、老人保健施設、クリニック、訪問看護

ステーション 

（就職指導内容） 

就職虎の巻 

https://www.ocmw.ac.jp/_common/img/gakkou/johokoukai/62_jobhunting.pdf を作成

し、SPI試験の対策や、模擬面接、履歴書の記載指導、マナー研修、メイク研修を実施し

ている。 

1 年生から就職フェア(大阪城ホールで３００施設以上参加の説明会)に参加し、施設の

方々から生の情報収集などを行う。事前にジョブカードを用い施設の下調べをした上で

質問項目をリストアップしておく。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

理学療法士(国家資格) 

（備考） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  170人 7人  4.1％ 

（中途退学の主な理由） 

学業不振・進路変更・経済面・家庭問題 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

ポートフォリオとして週間行動計画書の提出により、食事・睡眠・勉強時間・アルバ

イト時間等を共有し生活習慣の安定と自己学習時間の確保につながるように支援し

ている。この状況を把握することで、早期に担任が変化に気付き中途退学にならない

ように支援を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 専門課程 
作業療法士学科 

（夜間部 4年制） 
○  

修業 

年限 昼夜 
全課程の修了に必要な

総授業時数又は総単位

数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

４年 

 

夜 

 

 

3105単位時間 

1020 

時間 

585 

時間 

1500 

時間 時間 時間 

3300単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

160人 164人 人 7人 17人 24人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

【様式第２号の３より再掲】 

教科課程(作業療法士学科)＃10により、４年間の授業計画を示し、授業計画（シラバス）
＃５により年度毎の詳細な授業方法や内容を示している。 

 

#10: https://www.ocmw.ac.jp/_common/img/gakkou/johokoukai/78_sagyo_katei_ni

ght.pdf 

成績評価の基準・方法 

【様式第２号の３より再掲】 

試験規程（成績評価基準）＃６は、学生便覧に記載し GPA単位認定基準（1単位 15時

間）についても明記している。各科目においては、授業計画（シラバス）＃５により成

績評価の方法についても示している。 

卒業・進級の認定基準 

【様式第２号の３より再掲】 

学則＃７第 3章第 10条及び学科細則＃８によって認定方針を定め公表している。 

学則＃７ならびに学科細則＃８に定められた基準に到達しているかに関して、卒業判定

会議及び進級判定会議（学校長・事務局次長・運営教務部長・学術教務部長・教務課

長・学科長出席）を開き、判定している。両会議ともに、議事録を作成し保管してお

り、いつでも公表できる状態である。 

学修支援等 

入学前には、プレカレッジを学校全体で 2回、学科で 4回実施している。通信添削課

題として学習トレーニングシート(一般教養)を実施している。 

入学後は、ポートフォリオとして週間行動計画書の提出により、食事・睡眠・勉強時

間・アルバイト時間等を共有し生活習慣の安定と自己学習時間の確保につながるよう

に支援している。 

木曜日の夕方には、寺子屋という場を開き、どの科目であってもかまわないので専任

教員が質問を受ける環境を作っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 33 人 

（100％） 

人 

（  ％） 

32人 

（  97.0％） 

1人 

（  3.0％） 

（主な就職、業界等） 

リハビリテーション病院、総合病院、一般病院、老人保健施設、クリニック 

（就職指導内容） 

就職虎の巻 

https://www.ocmw.ac.jp/_common/img/gakkou/johokoukai/62_jobhunting.pdf を作成

し、SPI試験の対策や、模擬面接、履歴書の記載指導、マナー研修、メイク研修を実施し

ている。 

1 年生から就職フェア(大阪城ホールで３００施設以上参加の説明会)に参加し、施設の

方々から生の情報収集などを行う。事前にジョブカードを用い施設の下調べをした上で

質問項目をリストアップしておく。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

作業療法士(国家資格)・福祉住環境コーディネーター2級 

（備考） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  166人 10人  6.0％ 

（中途退学の主な理由） 

学業不振・心身の不調・進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

ポートフォリオとして週間行動計画書の提出により、食事・睡眠・勉強時間・アルバ

イト時間等を共有し生活習慣の安定と自己学習時間の確保につながるように支援し

ている。この状況をゼミの担当教員が把握することで、クラス担任と双方からサポー

トでき、早期に変化に気付くことで中途退学にならないように支援を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 

備考（任意記載事

項） 

理学療法士学科 

（昼間部 3年制）   
300,000円 1,000,000円 480,000 円  

作業療法士学科 

（昼間部 3年制） 
300,000円 1,000,000円 480,000 円  

視能訓練士学科 

（昼間部 3年制） 300,000円 900,000円 380,000 円  

診療情報管理士学科 

診療情報管理士コース 100,000円 1,000,000円 130,000 円  

診療情報管理士学科 

医療情報技師コース 100,000円 1,000,000円 130,000 円 

4年次授業料 別途 

550,000 円 

診療情報管理士学科 
視能訓練士学科（昼間部 1年制）

内部進学コース 100,000円 1,000,000円 130,000 円 

4年次授業料 別途 

1,100,000 円 

理学療法士学科 

（夜間部 4年制） 200,000円 700,000円 270,000 円  

作業療法士学科 

（夜間部 4年制） 200,000円 700,000円 270,000 円  

修学支援（任意記載事項） 

 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

公表ＵＲＬアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法 

https://www.ocmw.ac.jp/gakkou/johokoukai/ 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制含む） 

Ⅰ．基本方針 

学校評価を活用した専修学校教育の質の保証・向上を目指すことを目的に病院等と連

携し質の保証･向上に対してより効果的な先進的取組の推進を目指す。 

 

Ⅱ．計画と方法 

自己点検・評価委員会を設置し、各項目の設定、実施、報告を行う。 

学校関係者評価委員会を年１回（６月）実施し、自己点検・評価結果を客観的に確認評

価する。 

教育課程編成委員会を年２回（６月、１月）学科ごとの委員会を年２回実施し、病院・

施設と組織的な連携を確保し、授業科目等教育課程を編成する計画であった。しかし

新型コロナウィルスの影響で６月開催を延期することとなった。 

学校概要・理念・目標・教育内容・学生支援等及び財務内容等、積極的な情報公開を実

行する。 

2020 年度より学生掲示板 Moodle を導入し学生にカリキュラム、シラバス、教材、課

題等を提示し、事前・事後の学習に役立てる。 

理学療法士療法・作業療法士指定規則変更に伴い、提携病院との連携を深める。 

＜具体的取組み＞ 



  

・病院等と連携体制を確保して、実習等を実施する。(病院等との連携による達成度評

価を取り入れた実習等) 

・提携病院等と連携体制を確保して、教員に対する研修を組織的に実施する。 

・Moodle、ZOOM 、J-web 等を利用した遠隔授業の配信 

 

Ⅲ．2020 年度重点目標と計画・方法 

① 学生募集目標の達成（2020 年度目標：310 名） 

マーケット別広報、２年生対象の早期広報等改善を図り募集目標 310 名を達成する。

新型コロナウィルスの影響で高校訪問、ガイダンス、オープンキャンパスは新型コロ

ナウィルス終息まで行うことができない。代わりに WEB 広報「どこでもキャンパス」

を行い、適正 AO 入試につても WEB 入試を取り入れる。特に卒業生、法人会員対象

の業界推薦入試を実施し、尚一層業界との連携を図っていく。 

 

② 退学率の低減を図る。（2020 年度目標：4.0%未満） 

３つのポリシーに基づいたカリキュラムを提示し、入学前から学ぶ楽しさを経験し

てもらう。「成長できる学校」としてのシステムを構築する。従来の対面授業だけでな

く、ICT を用いた授業展開を多く取り入れる。学生自身が学びを実感できるアクティ

ブラーニングを行う。そのためには Moodle に事前課題、事後課題をアップしておき、

学生自身が積極的に学ぶことができる環境を作っていく。 

そのためには体験入学時で卒業後の成長が感じられるような具体的な目標を示して

いく。資格取得がゴールではなく、人生 100 年時代、キャリアパスをしていく必要性

があることを学生が理解し、前に進んでいけるよう、学校としてフォローアップして

いく。目標・目的を学生がしっかり持つことで退学を軽減する。 

 

③ 学費完納率目標達成（2020 年度目標：100%） 

2020 年度より高等教育無償化がスタートする、学費支援体制を強化し、個別対応の

徹底を図り、全学生の学費納入を達成し、財務基盤の安定を図る。学生が相談しやす

い環境（学費相談 BOX、学費専用メールアドレス設置）を設定し、問題が大きくなら

ないよう工夫をする。月一度学校責任者と学費担当者の学費ミーティングを実施し、

現状確認と対策を検討していく。 

 

④ 国家試験取得率の一層の向上を図る（全学科１００％） 

J-WEB、ZOOM、Moodle を使いいつでもどこでも国家試験対策ができるよう指導

していく。通学時間等にも活用していく。 

国家試験日直近は登校せず、ICT で対策を行っていく。 

学校に国家試験対策委員会を設置し、「国家試験対策 6 つのシート」をもとに学校

一丸となって対策を早期にはじめる。 

既卒者に対しても学校内に学ぶ場所を設定し、環境を整え、合格を目指す。 

 

⑤ 就職目標達成（2020 年度目標：100%） 

開校以来、第一専門領域への就職 100%を達成している。新規求人先開拓を実行し、

求人件数増加を図り目標を達成する。2020 年度は新型コロナウィルスも影響で「就職

フェア 2020」が中止となったので、学科毎の法人会員就職説明会を行う。ICT を用い

た就職指導に力を入れていく。 

 

⑥ 教職員の更なる資質の向上を目指す。業界との一層の連携強化を図る。 

ICT 利用（勤怠システム、WEB 授業、クラウドでスケジュール管理など）によって

業務改善し、定時で業務を終わらせることにより自己研鑽する時間を作る。 

提携病院との共同研究などに力を入れる。 



  

⑦ 業務効率化を図る情報システム化を一層整備する。 

ＳＨＩＰ（学生カルテシステム）やリモートビューでいつでもどこでも仕事はでる

環境を整える。単純作業を外部委託することで、業務効率化をはかり優先順位をつけ

て仕事に取り組む。 

会議のペーパーレス化をはかり遠方の会議は ZOOM でおこなう。業務の簡略化とコ

ストダウンを図る。チームリーダーを中心に業務の属人化をやめチームで成果をあげ

ていく。 

 

⑧ 学生による授業評価の徹底を図る。 

授業アンケートを Moodle でおこなう。各授業毎に即座に行えるので授業改善に役

立てる。長期的には滋慶学園ＦＤ委員会、大阪医療福祉専門学校ＦＤ委員会で統一的

に実施し、現状分析することにより、学生の満足度を高める。公開授業による専任教

員の教育力・教授力向上を目指す。対面、動画、ZOOM、Moodle など 90 分の従業の

中でうまく取り入れながら、学生が集中できるように授業を進めていく。小テストで

学習度合いをはかり、事後課題での復習などを行い理解度を深め、勉強の面白さを体

感してもらう。 

 

⑨ 卒業生の社会的活躍及び評価を把握するとともに、支援体制を強化する。 

同窓会において、役員主導の運営による組織の確立を充実させ、表彰ポイント制度

の導入により、役員としての運営貢献度、学術活動、社会貢献活動等を表彰し、より一

層の活性化を図っていく。 

遠方の卒業生に対しては ZOOM で発信する。 

全学同総会・学科勉強会への参加を促し、各職能団体での卒業生の学会発表につい

ても協力していく。 

 

⑩ 施設・設備の更新に関する計画を立て、計画通り実行する。 

2017 年、2018 年 トイレ改装、2018、2019、2020 年 3 年かけて全館の空調を取り

替える。2019 年は壁の補修を行った。短期・長期修繕計画をたて、施設・設備を更新

していく。2021 年度は床補修予定である。 

 

⑪ インフルエンザ・ノロウィルスなど感染対策を徹底する。 

4 月 3 日より休校、5 月 18 日から分散登校している。6 月からは登校日数を増やし

ていく。エントランスに手指消毒アルコール、マスク配置し、教職員が学生の熱を測

り平熱を確認したうえで教室に入ることとしている。受付、教室等にのビニールシー

トで飛沫感染予防飛沫感染予防している。各教室前に手指消毒アルコールを設置。ア

ルコール消毒液の残量をチェックしていく。各教室にはプラズマクラスタの空気清浄

機を 11 月から 2 月まで配置する。11 月、12 月にはインフルエンザワクチン接種を推

奨する。開発されていれば新型コロナウィルスワクチンを接種する。卒業研究発表会

など学校行事ではマスクを全員に配布し出入り手指消毒アルコールを配置する。国家

試験対策の一部は ICT 授業を展開する。 

マスク、手指消毒アルコールについては備蓄ができている。 

 

⑫ 防災に対する体制を整備する。 

防災訓練については、火災避難訓練（6 月 26 日）、地震避難訓練（10 月 30 日）を

別途に行い、また防災週間を設定している。現実的な避難訓練を実施するとともにＡ

ＥＤ講習（8 月 24 日）も予定している。緊急連絡網、避難場所の確認を常に行い、災

害に備える。 

防災セット 700 名分備蓄済み。 

 



  

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

大阪医療福祉専門学校 

橋本 勝信 

2年 常務理事 

学校長 

大阪医療福祉専門学校 

赤松 滋子 

2年 事務局次長 

大阪医療福祉専門学校 

岸村 厚志 

2年 教務部長 

大阪医療福祉専門学校 

平木 たい子 

2年 視能訓練士学科 

グループリーダー 

大阪医療福祉専門学校 

林 亜遊 

2年 教務課長 

大阪府理学療法士会 

日本理学療法士協会 

大阪府理学療法士連盟 

三原 修 

2年 常務理事 

代議員 

副会長 

（業界代表） 

日本診療情報管理士会 

勝元 伸二 

2年 評議員 

（業界代表） 

大阪府 眼科医会 

湖崎 淳  

2年 理事 

（業界代表） 

南草津病院 

段上 靖治 

2年 理学療法士 

（卒業生代表） 

（理学療法士学科 3期生） 

大阪府立茨木西高等学校 

覚前 潔 

2年 学校長 

（高校関係者代表） 

高岡 和美 2年 （保護者代表） 

視能訓練士学科 3年制課程

2 年 

高岡 芽衣さん 保護者 

法務省淀川地区保護司会 

田中 幸恵 

2年 保護司 

（近隣関係者代表） 

 

学校関係者評価結果の公表方法 

公表ＵＲＬアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法 

https://www.ocmw.ac.jp/gakkou/johokoukai/schoolEvaluation/2019.html 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.ocmw.ac.jp/ 

 

 


